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宇都宮市東部地域の交通量の推移について

１．年度別交通量の比較

２．まとめ

資料２



（台/12h）

新鬼怒橋

板戸大橋

東西路線の交通量は、前回調査(R6)に比べ、全ての道路で微減もしくは横ばいであり、市街地部・鬼怒川渡河断面では微減

南北路線の交通量は、前回調査(R3orR5)に比べ、新４号国道・産業通り(北)では微減、産業通り(南)では横ばい

• 前回と同様に、東西・南北路線の複数地点において交通量調査を実施

１ 年度別交通量の比較（昼間12時間自動車類交通量）

越戸通り

12,709H26

11,843R6

11,576R7

泉ヶ丘通り

11,354H26

10,103R6

9,835R7

交通量観測日
H26 : H26.2.19(水) 
H27 : H27.10.29(木)
R5: R5.9.14(木)
R6: R6.10.24(木)
R7:R7.10.7(火)

H26,H27:ライトライン開業前
R 5:ライトライン開業直後
R 6:ライトライン開業1年後
R 7:ライトライン開業2年後

国道１２３号

18,090H27

18,715R6

17,798R7

市街地部合計
(東西線4箇所）

65,687H26,H27

54,299R6

52,609R7

板戸大橋

10,412H27

14,806R5

14,960R6

14,899R7

柳田大橋

32,138H27

26,088R5

26,305R6

25,744R7

新鬼怒橋

23,128H27

23,396R5

23,081R6

22,662R7

渡河断面合計

65,678H27

64,290R5

64,346R6

63,305R7

(主)宇都宮向田線 宇都宮テクノ街道（R4.3月～ ４車線供用開始 ※）

鬼怒通り

23,534H27

15,604R5

13,638R6

13,400R7

（※ 暫定２車線）

産業通り(北)

10,540H28

9,669R5

9,051R7

産業通り(南)

7,653H28

9,447R5

9,576R7

新４号国道

54,852H27

53,736R3

52,781R7

産業通り
（R2.10月～）

暫定２車線供用開始



鬼怒川渡河部全体新鬼怒橋付近柳田大橋付近板戸大橋付近

交通量が減少交通量が減少交通量が減少交通量が増加H27→R7

交通量が微減
（変化量が少ない）

交通量が微減
（変化量が少ない）

交通量が微減
（変化量が少ない）

交通量が横ばい
（変化量が少ない）

R6→R7

① 鬼怒川渡河部の交通量推移のまとめ【東西路線】

② 市街地部の交通量推移のまとめ【東西路線】 【南北路線】

H27：ライトライン開業前
H28：ライトライン開業前
R5 ：ライトライン開業直後
R6 ：ライトライン開業１年後
R7 ：ライトライン開業２年後

２ まとめ

【宇都宮東部地域全体の交通量推移のまとめ】

自動車交通量はライトライン導入前から比較すると減少している。

直近の令和６年度と令和７年度の交通量等を比較すると、変化量は少なくなっているが、

減少傾向は継続している。

市街地部全体
越戸通り、泉が丘通り
国道１２３号

鬼怒通り

交通量が減少交通量が減少交通量が減少
H26→R7
H27→R7

交通量が微減
（変化量が少ない）

交通量が微減
（変化量が少ない）

交通量が微減
（変化量が少ない）

R6→R7

産業通り（南）
新４号国道
産業通り（北）

交通量が増加交通量が減少
H27→R7
H28→R7

交通量が横ばい
（変化量が少ない）

交通量が微減
（変化量が少ない）

R3→R7
R5→R7


